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京大広報
経済研究所
研究所の現構成員は教授6，助教授5，助手3の
14名よりなる。現在においては大学院学生はおら
ない。
管理体制
最上部に協議員会がある。設立初期においては
他学部長，研究所長も構成メンパーの一部であっ
たが，現在では研究所教授よりなり，助教授を加
えることヵ：で、きる。
昭和39年に所員会議が発足した。所員会議は教
授，助教授よりなり，人事以外の協議事項にかん
しては助手も参加している。
昭和41年に，当初計画の6部門が設置された段
階で，所員会議の承認をえて， 教授会が発足し
た。教授会は教授人事，予算，管理運営上の重要
事項を審議し，所員会議は助教授以下の人事，予
算案（研究費の配分にかんする〉， 管理運営上の
連絡事項について協議する。
研究体制
共同研究（部門間にわたる〉，部門研究，l凶人
研究の3種のプロジェクトがあるが，予算の配分
については，教授，助教授，助手の区別はない。
各研究者およびグループ研究の代表者が提出する
プロジェクトにもとづいて予算の分配が予算委員
によっておこなわれる。
以上の2研究所の管理研究体制について以下の
ような点が関心事および論点となった。 （1）協議員
会が現在では有名無実である。（2）研究所と関係学
部との関係について，研究所が研究の進歩拡充を
はかるため，研究所自体の見解，方針が尊重され
ねばならぬことはいうまでもないが． このこと
は，独善を意味するものであってはならず，他者
からの批判に対してもつねに耳を傾けてこれを積
極的改善の資とする姿勢を失わぬよう努めるべき
である。 （本吉良治会員〉
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